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pick up information

●�問い合わせ　総務課総務管理室　
　　　　　　　☎53−2111（内線3131）

　令和元年度中に条例に基づいて行われた情報公開および個人情報開示などの請求件数や処理
状況などを公表します。

情報公開および個人情報保護条例運用状況
令和元年度の情報公開などの状況を公表します

【情報公開実施件数】

情報公開請求件数 33件

公開件数
全部公開件数 17件

一部公開件数 11件

非公開
件数

非公開件数 ２件

不存在等件数 ３件

不服申立件数 ０件

審査会への諮問件数 ０件

訴訟件数 ０件

※�１件で複数文書の公開請求があったもののうち、
文書ごとに「全部公開」「一部公開」「不存在等」な
ど処分が異なった場合は「一部公開」として計上し
ています

【個人情報開示等件数】

個人情報開示請求件数 12件

開
示
件
数

全部開示件数 ８件

部分開示件数 ４件

非
開
示
件
数

非開示件数 ０件

不存在等件数 ０件

訂正および利用停止請求件数 １件
不服申立件数 ０件
是正申出件数 ０件
審査会への諮問件数 ０件
訴訟件数 ０件

※�１件で複数文書の開示請求があったもののうち、文書
ごとに「全部開示」「部分開示」「非開示」など処分が異
なった場合は「部分開示」として計上しています

助け合いの力を高める
「災害時避難行動要支援者」の支援について考えましょう

　近年、多くの自然災害が発生しています。災害時に１人では避難することが困難な高齢者や障がい者（災害時
避難行動要支援者）に対する支援をどのように進めるかを皆さんで考えましょう。

■「災害時避難行動要支援者」に対する支援とは
　�　地震や水害などの災害時に、自力での避難が困難
な要支援者を地域の助け合いで守ろうという取り組
みです。
　�　要支援者を災害から守るには、どのような支援が
必要かを町内や集落などの自治会、自主防災会で事
前に話し合い、「支援する側」と「支援される側」
とで互いに申し合わせておくことが重要です。

■顔の分かる人との助け合い
　�　災害時には、電話などが使えず、家族とも連絡が
取れなくなり不安になります。このような場合に頼
りになるのが町内・集落の顔の分かる人同士やご近
所との助け合いです。
　�　普段の生活から地域の人と積極的にコミュニケー
ションを図りながら、助け合いの力を高め、災害時
要支援者支援の体制づくりを進めましょう。

■災害時見守りカードの作成
　�　災害時に要支援者をスムーズに支援するために
は、本人の同意を得た上で、体の状態や病気の有無、
緊急連絡先などの情報を確認し、避難時の支援体制
などを事前に決めておく必要があります。
　�　その内容を「災害時見守りカード」にまとめ、市、
自治会、民生委員で情報を共有し、災害時に備える
ことにしています。
　�　今年度も、新たな要支援者の把握や見守りカード
作りを自治会などが中心となって行う予定です。

●�問い合わせ　介護高齢課高齢者支援室
　　　　　　　☎53−2111（内線3420、3421）


